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1. そ水性合成繊維には，油性汚れ が固溶体 的に繊 維

に溶けこむ とい われ，通常 のラン ドリ- では洗浄効果 が

きわ めて悪い。 われ われは，そ のような場合 におい ても

良好な洗浄効果をあげ得る界面活性剤 を選び出 すための

実験をおこ なった。

2. ポリエ ステル，Iアクリル， ポリプp ピレ ン， ナイ

ロン，ビニ ロン等 の織物 を用い，人工汚染 には，岩崎 ら

の方法切 こ準じ，オイルレ ッド（Sudan Ⅲ） を用い た。

界面活性剤は各種市販洗剤 の他,   HLB 値の9 ～16の範

囲に わたる ポリオ キシェ チレン ラウリノレエ ーテル， オレ

イルエ ーテル， ノニル フェノーJVエーテル 等の非イオン

活性剤を用い た。洗浄は ラン ドリーテスターに て40 °C,

30分間行ない，洗浄前後 の汚染布 の視 感反射率 から洗浄

効率を求 めた。

3. 非イオン活性剤 が最 も効果的であ った。 マル セル

石 鹸がそれにっ ぎ，現在家庭で多用され ている アニオ ン

性 合成 洗剤は最も効率が悪い。 ＰＯＥ タイプの非イオ ン

活性剤は，い ずれ もＨＬＢ値12 ～13のものが効果的 であ

った が， とく に, ノニノレフ ェノールエ ーテルお よびラウ

リルエーテルを用いた場合は， ポリエ ステル繊維織物 の

汚染 布につい て80％に達ナる洗浄効率を得た。
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